
今
年
８
月
、
来
年
度
か
ら

向
こ
う
４
年
間
江
東
区
内
で

使
わ
れ
る
中
学
校
教
科
書
の

選
定
が
行
わ
れ
、
歴
史
は
教

育
出
版
、
公
民
は
東
京
書
籍

の
教
科
書
に
決
ま
り
ま
し

た
。
自
民
党
区
議
は
、
選
定

作
業
が
始
ま
る
直
前
の
６
月

議
会
で
「
自
虐
的
歴
史
観
、

東
京
裁
判
史
観
か
ら
抜
け
出

し
た
教
科
書
を
」
と
、
名
指

し
こ
そ
し
な
い
も
の
の
育
鵬

社
版
教
科
書
の
採
択
を
公
然

と
要
求
。
さ
ら
に
選
定
終
了

後
の
９
月
議
会
で
は
「
新
た

な
教
育
委
員
の
判
断
を
期
待

し
た
が
…
」
「
自
民
党
が
望

ん
だ
教
科
書
が
採
択
さ
れ
ず

残
念
」
な
ど
の
発
言
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
ま
た
「
み
ん

な
の
党
」
の
区
議
は
、
教
育

委
員
会
の
傍
聴
に
多
数
の
人

が
か
け
つ
け
た
こ
と
を
「
異

常
な
光
景
」
「
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
人
」
と
し
た
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

侵侵
略略
戦戦
争争
をを
美美
化化
しし
、、
改改
憲憲
にに
誘誘
導導
すす
るる

育育
鵬鵬
社社
のの
教教
科科
書書

教
科
書
問
題
の
核
心
は
、

「
�
日
本
は
正
し
い
戦
争
を

や
っ
た
�
子
ど
も
達
に
こ

う
思
い
込
ま
せ
る
教
育
が
許

さ
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。日
本
は
、ア
ジ
ア
で
２
千

万
人
、
日
本
人
３
５
０
万
人

以
上
と
い
う
、
多
大
な
犠
牲

を
出
し
た
侵
略
戦
争
の
反
省

の
上
に
、恒
久
平
和
、国
民
主

権
、
法
の
下
の
平
等
を
３
原

則
と
す
る
憲
法
を
定
め
、
戦

後
の
出
発
点
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
育
鵬
社
の
歴

史
教
科
書
は
、
侵
略
戦
争
を

「
自
存
自
衛
の
戦
争
」
「
東

南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
の
人
々

に
独
立
へ
の
希
望
を
与
え

た
」
と
侵
略
戦
争
を
美
化
・

合
理
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た

公
民
教
科
書
は
、
大
日
本
帝

国
（
明
治
）
憲
法
を
持
ち
上

げ
る
一
方
で
、
現
在
の
憲
法

に
つ
い
て
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
押
し

つ
け
ら
れ
た
も
の
と
描
き
、

更
に
「
憲
法
改
正
」
に
つ
い

て
２
ペ
ー
ジ
も
使
っ
て
記
述

す
る
な
ど
、
戦
争
へ
の
反
省

も
、
憲
法
も
否
定
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

背背
景景
にに
戦戦
前前
のの
政政
治治
・・
教教
育育
へへ
のの
逆逆
戻戻
りり

めめ
ざざ
すす
勢勢
力力
のの
動動
きき

育
鵬
社
の
教
科
書
は
、
侵

略
戦
争
を
美
化
す
る
「
新
し

い
歴
史
教
科
書
を
作
る
会
」

か
ら
分
裂
し
た
「
日
本
教
育

再
生
機
構
」
と
、
同
機
構
が

事
務
局
と
な
っ
て
い
る
「
教

科
書
改
善
の
会
」
が
、
事
実

上
作
り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ

の
団
体
と
、
「
憲
法
改
悪
・

天
皇
中
心
国
家
の
再
建
」
を

目
指
す
人
た
ち
が
寄
り
集
ま

っ
て
作
っ
た
「
日
本
会
議
」

と
は
、
代
表
委
員
８
人
が
兼

務
す
る
密
接
な
関
係
に
あ
り

ま
す
。

自
民
党
は
、
今
年
５
月
、

事
実
上
育
鵬
社
が
有
利
に
な

る
よ
う
な
質
問
例
を
掲
載
し

た
文
書
を
出
し
て
、
地
方
議

会
で
取
り
上
げ
る
よ
う
指
示

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
の
教
科
書
採
択
結
果
が
ま

と
ま
っ
た
後
の
育
鵬
社
の
報

告
会
に
、
安
倍
晋
三
元
首
相

が
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
て
い
ま
す
。

憲憲
法法
原原
則則
にに
則則
っっ
たた
教教
育育
をを

改
悪
さ
れ
た
「
教
育
基
本

法
」
で
も
「
日
本
国
憲
法
の

精
神
に
則
っ
と
り
」
と
い
う

大
原
則
を
否
定
す
る
事
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ

も
戦
争
を
正
当
化
し
、
憲
法

を
否
定
す
る
育
鵬
社
版
の
教

科
書
を
検
定
合
格
と
し
た
文

科
省
の
責
任
が
問
わ
れ
ま

す
。
ま
た
教
科
書
採
択
は
文

科
省
の
０２
年
の
通
達
で
も

「
広
く
関
係
者
の
理
解
を
求

め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」
と

し
て
、
特
に
学
校
現
場
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
の
声
を
聞

く
よ
う
求
め
て
い
る
よ
う

に
、
教
科
書
を
使
用
し
、
直

接
子
ど
も
の
教
育
に
あ
た
る

教
師
を
中
心
に
保
護
者
や
子

ど
も
の
意
見
も
参
考
に
し
な

が
ら
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
す
。

１１／１５ 請願・陳情締切日
２４ 本会議
２５ 本会議
２９ 企画・総務委員会
３０ 厚生委員会

建設委員会
１２／１ 区民環境委員会

文教委員会
５ 清掃港湾
６ 防災対策
７ まちづくり
８ 医療・介護保険
１４ 本会議

侵侵
略略
戦戦
争争
をを
美美
化化
すす
るる

教教
科科
書書
採採
択択
もも
とと
めめ
るる
自自
民民
党党

現場の声に
もとづいて教科書は

議
会
日
程
（
予
定
）

２０１１年１１月発行 （４）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


